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1 は じ め に

1993年 は過去に例を見ないほどの記録的な低温と日照不

足の影響で,障害不稔が多発した。 しかも,そ の低温経過

の影響で,出穂が平年より10～ 15日 も遅延 したため,登熟

気温を十分確保することができず,著 しい減収となった。

これまで,岩手県では障害不稔や出穂遅延が発生 した場

合の収量予測には,青森農試りや農林水産省ので作成され

た減収尺度を使用 してきた。 しかし,近年の作付品種等を

考慮した場合,こ れらの減収尺度では実状に合わない場合

が出てくる。

そこで,障害不稔と出穂遅延が併発 した昨年のデータと

通常年のデータを使用し,減収率の推定を行ったので,こ
こに報告する。

2 解析に用いた試験データ

0)試験場所 :岩手農試本場 (滝沢村)

0)試験年次 :1990～ 1993年

6)供試品種 :あ きたこまち,たかねみのり (稚・ 中・

成苗)

に)気象データ:農試本場観測のものを使用 (平年値は

1964年～1989年の平滑平均値)

0 供試データの範囲 :表 1のとおり

表 1 使用データの範囲

3 試験結果及び考察

冷害気象における水稲の主な減収要因には,減数分裂期

前後の低温による不稔粒の発生と出穂遅延に伴う登熟気温

の低下による登熟不良がある。そこで,障害不稔と出穂遅

延による登熟不良が併発した場合の減収率の推定のために
,

不稔歩合及び登熟気温 (出穂後40日 間の平均気温の平均)

の二つの要因と収量との関係を調べた。

図 1に 千籾収量と精玄米重の関係を示 した。これによる

と,千籾収量と精玄米重は,相関係数 r=0959と 高い正

の相関関係にあった。そこで,こ の収量 (=精玄米重)の
変動を籾の生産効率でとらえた千籾収量に置き換えて,こ
の千籾収量と二つの減収要因,つ まり,不稔歩合と登熟気

温との関係をみることにした。
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図 1 千籾収量と精玄米重の関係

まず,図 2に 不稔歩合と千籾収量の関係について示した。

これによると,不稔歩合が増加するに伴い,あ きたこまち
,

たかねみのりの両品種とも千籾収量が減少する傾向にあっ

た。不稔歩合30%前後で,千籾収量が著 しく低下 している

あきたこまちの 2ボ イントがあるが,こ れらは,出穂期が

極端に遅延し,登熟気温を十分確保することができず,収
量が低下したためである。

次に,登熟気温と千籾収量の関係について図3に示した。

登熟気温の低下にともない千籾収量は減少する傾向にあっ

た。登熟気温19℃前後では,千籾収量のばらつきが大きく

なっているが,こ れは不稔歩合に大きな差があったため
,
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図2 不稔歩合と千籾収量の関係

収量の差が大きくなったと考えられる。

以上,千籾収量と二つの減収要因である不稔歩合と登熟

気温との関係をみてきたが,こ の二つの減収要因を説明変

数として,千籾収量との関係式を求めると
,

千籾収量=不稔歩合X(-015)+登 熟気温× (141)

-112と なり,重相関係数=0967と 寄与率の高い関係式

が導き出された。この説明変数で用いた登熟気温の変動は
,

出穂期の変動に置き換えることができる1)。

そこで,こ の関係式から千粒収量を求め,基準収量に対

する割合から減収率を算出し,実測値との適合性を検討 し

た結果を表 2に示した。El述のとおり表 2では,登熟気温

の低下を平年の出穂期からの遅延日数に置き換え,不稔歩

合との関係から減収率を推定したものである。

4 ま と め

障害不稔と出穂遅延による登熟不良が併発した場合の水

稲の減収率を推定するため,千籾収量と不稔歩合及び登熟

気温との関係を調べた。その結果,不稔歩合及び出穂遅延
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図 3 登熟気温と千籾収量の関係

不稔歩合及び出穂遅延日数と減収率との関係

注 出穂遅延日数は,平年の出穂期からの遅延日数である。

日数から減収率が導き出せるような表 2を作成 した。
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